





























































































　2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分，東日本大震災の発生と同時に，揺れを感知した発電所で
は全ての核反応炉がマニュアル通り停止した。原子力発電所の想定していたM8.2 と比し
て 16 倍のM9.0 という甚大な衝撃だったが，数秒以内に制御棒が挿入され，連鎖反応は
停止，余熱の負荷は通常運転の 3％程度だった。しかし，15 時 42 分，大津波が押し寄せ
外部からの電源がストップ，非常用ディーゼル発電機も故障して電源喪失，バッテリーに
切り替えるも 8時間しか持たず，電源車による送電に失敗して全電源喪失状態となり，3



































































































報交換が始まる。その数は 3月 21 日までの 10 日間で 237 通，4月 11 日までの 1ヶ月間で

































































































集をする。入校の締め切り時間により版が新しくなっていき，午前 1時締切の最新 14 版
は都心部，首都圏でも神奈川，千葉など周辺は 24 時締切の 13 版止まりで，見出しや記事
内容が異なることも多い。
　筆者がNHK報道局で 21：00 のニュースを担当していた時も，最初の編集会議が 11：00












政 経 社 外 科 文・・・
治 済 会 信 学 化・・・
―64―

































































































































千葉商大紀要　第 57 巻　第 3号（2020 年 3 月）
〔抄　録〕
　マスメディアが第 4の権力と位置付けられるのは，不特定多数に同じ情報を瞬時に共有
させ，事象に対する同じ評価や認識，態度等を浸透させる力を有するからで，ラザースフェ
ルドやカッツ等はこれを皮下注射理論，弾丸理論として伝統的に分析した。しかし，政策
決定過程や世論形成に大きな影響を及ぼすこのメディア特性は，今，ICT技術の発達に
よるパーソナルメディアの台頭により，パラダイムシフトに直面している。本稿では，東
日本大震災時の福島第一原子力発電所事故を事例に，専門家からなるネットコミュニティ
が如何にマスメディアの編集権を一部吸い上げ，政策決定に影響を及ぼしたか，分析を試
みるものである。
―69―
宮崎　緑：ネットコミュニティによるメディアの情報価値判断形成プロセス
